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　千曲市は中央に千曲川が流れ、周囲を里山に囲まれた、棚田などの田園風景

が残る、自然にあふれた緑豊かなまちであります。

　この豊かな自然を守り、後世に伝えていくことは私たちの責務であり、特に

緑を守り育てていくことは、地球規模での環境保全につながり、防災面を含

め、非常に重要であると考えております。

　こうした中で、緑地の保全や緑化の推進を長期的な視点に立ち、計画的に施

策を推進するため、新たに「千曲市緑の基本計画」を策定いたしました。

　この基本計画は、「人と自然が豊かに織りなす、未来へ継ぐ、緑の千曲市」

を基本理念として掲げ、緑の特性を活かすために「里山・山間エリア」「田園

エリア」「まちのエリア」「水辺のエリア」の４つの緑のエリアに分けて、そ

れぞれ具体的な施策を示し、その実現に向けて市民・事業者・行政の協働によ

る緑づくりを行っていくことを目指しています。

　豊かな緑で千曲市を包み込み、潤いと安らぎのある、安心・安全なまちづくり

を推進していくために、今後とも市民の皆様のご協力をお願い申しあげます。

　結びに、この計画策定にあたりまして、緑の基本計画策定委員会をはじめ、

多くのご意見をいただき、ご協力を賜りました市民の皆様方に心から感謝を申

しあげます。

千曲市長　近藤 清一郎

はじめに

千曲市緑の基本計画策定にあたって

平成２４年３月



千曲市の概要

千曲市の人口

市街地

交通

産業

気象の特徴

地形・地質と水系

土地利用

千曲市の緑の現況

アンケートの概要

アンケートによる緑の課題

緑に対する市民の取り組み

千曲市の緑のまちづくりに求められる視点

緑のまちづくりに必要な緑の要素

緑のまちづくりのためのエリア分類

エリア別の緑の特徴と機能

緑の課題

第１章　千曲市の概況と緑の現況

第２章　緑のまちづくりに対する市民意識

第３章　緑のまちづくりへの課題
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緑の配置・形成方針

公園の配置・形成方針

避難所の配置・形成方針

街路樹の配置・形成方針

施策のねらいと基本施策

環境保全・改善機能に関する施策

防災機能に関する施策

レクリエーション・心の快適さの機能に関する施策

景観形成機能に関する施策

生物多様性の保全に関する施策

協働と参画の実現と緑の育成に向けた施策

千曲市の緑の目標

緑の将来構造

目標とする指標

緑化重点地区

緑地保全配慮地区

第４章　緑の目標と将来像

第５章　緑の配置・形成に対する方針

第６章　緑の保全・緑化の推進に対する施策の展開

第７章　緑化重点地区および緑地保全配慮地区
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